
いよいよ、厳しい寒さの季節がやってきました。 

気温が低い中での換気は寒くて辛いと思いますが、感染症対策として換気をすることをお願いします。

個々も寒さ対策をして、授業中だけでなく昼食時も２方向の窓またはドアを開けて喚起をしてください。

この冬は、新型コロナウイルスの感染拡大とともにイ

ンフルエンザの流行も懸念されています。いつまで、対

策が必要なの？と疑問に思うかもしれませんが、感染症

は今実際に流行しており、罹ることにより生活に支障が

出ていることは今起こっていることです。 

３年生の中で、これから進路の試験を受ける生徒がた

くさんいます。また、１、２年生でも部活の大会などが

これからある生徒もいます。 

皆さん一人一人が気持ちを引き締めて、感染症対策を

引き続き行ってください。 

 昼食時の換気や自席での飲食ができていますか？自分のゴミは持ち帰っていますか？毎日、保健委員が

放送で感染症対策について呼びかけていますが、何故毎日放送での呼びかけが必要かを考えて行動してく

ださい。

 この季節は、感染性胃腸炎の流行する時期です（原因となる病原体の多くがノロウイルスといわれてい

ます）。予防はトイレの後や調理前や食事前にハンドソープで手をよく洗うことです。このウイルスに対

してアルコール消毒液では効果が十分ではありません。感染しない、させないためにも手をしっかり洗い

ましょう。感染性胃腸炎の症状は嘔吐や下痢です。自己判断で下痢止めの薬は飲まないでください。 

島根県立松江東高等学校 

保 健 室 

令和４年１２月 



〇救急時の対応について 

 生活の中で、誰かの生命にかかわるような事に遭遇した時に、自分だったら何ができるだろうかと考えたこと

はありますか？今年度の学園祭体育の部に備えて、前期保健委員会では日本赤十字社松江支部の方をお招きして

救急蘇生法とAEDの使用方法や担架での搬送方法を学びました（下記写真参照）。 

 講師の先生から、高校生だからできませんではなく、誰かの命を救うために自分ができることは何かを考え、

大きな声を出して応援を呼ぶことや、AED を取りに行く、救急車を呼ぶということも重要な人命救助なので、

怖がらずに勇気を出して積極的に行ってほしいと話がありました。 

AED の場所を知っておくことは何より重要なことです。受講した保健委員に本校の AED の場所についてア

ンケートをしたところ、ほとんどの生徒が知らない状況であることがわかりました。１１月からAEDを２台か

ら３台に増設し、皆さんにも周知しやすい場所に置き換えました。放送や教室内掲示で分かるようにしています

ので、緊急時に備えてAEDの場所を確認しておいてください。 

～保健委員の感想より～ 

・私は今まで心臓マッサージのやり方やＡＥＤの使い方を習った

ことがなくて何もできない状態だったけど、今回の講習を受け

て、人が倒れてしまったとき、どのような行動をすれば良いか、

自分がするべきことがよく分かりました。しっかり自分から行動

したいと思いました。 

・自分が勇気を出すことで助けられる命があるということを改め

て学べることができました。 

ＡＥＤを使用するときにパッ

ド装着のために衣服や下着を外

す必要があります。１分１秒を

争う非常事態ではありますが、

タオルや衣服などで隠す配慮も

忘れないでください。 


